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【目的】臨床経過フォローに最適なバイオマーカーを確立する

【成果】 ①プリズム学習による解析について論文として発表（図1）

②多施設共同でのタッピング解析について論文として発表（図2）

③眼球運動の患者症例を解析

④眼と手の協働運動の解析を評価方法の一つとし提案（図3）

臨床症状発症前から評価できるバイオマーカーを探索する

自然経過を修飾できる治療法を開発する

詳細に経過を評価できるバイオマーカーが必要
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運動失調症のバイオマーカーの探索
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